
【基礎底位置における偏心（転倒）モーメントを採用する場合の入力例】 
［補正せん断力］には基礎に働く水平力の合計、［補正距離］には支点位置から基礎底までの距離を入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『SS3』の「2.6 地震用重量」「2.7  地震力」の出力より、地震時の補正せん断力を計算します。 
 
 
 
 
 
この例では、水平震度 kを 0.1（SS3 計算編「3.10.1 地震層せん断力 (3)地下階」参照）、長期や地震時の直交方
向の補正せん断力を 0kN、補正距離を 800mm としています。 
これらの値を[基礎床グループ登録－偏心（転倒）モーメント－転倒 M補正]に入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※暴風時や複数の基礎床グループに分割した場合などは、『SS3』の「応力解析結果」の出力を参考に適切な補正
せん断力を入力してください。 
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